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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール
⑥水・衛生 ⑰実施手段

上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100

R1

（予算費目名） 浜松市下水道事業会計

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

下水道事業は、生活環境の改善や公共用水域の水質保全、浸水の防除などの役割を果たす都市に欠くことの
できない施設である。
この施設の適正な維持管理及び建設・改良工事を推進するとともに、公営企業の使命である公共の福祉の増進
と経済性を発揮することを目的とする。

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道
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下水道事業は、生活環境の改善や公共用水域の水質保全、浸水の防除などの役割を果たす都市に欠くことの
できない施設である。
この施設の適正な維持管理及び建設・改良工事を推進するとともに、公営企業の使命である公共の福祉の増進
と経済性を発揮することを目的とする。

＜進捗＞ 計画通り
・良好な環境の創造に向けて、下水道・農業集落排水・合併処理浄化増を効果的に整備する総合的な汚水処理
を推進するなど、計画的な投資を実施することにより、企業債残高の抑制が図られた。
・健全な下水道経営の維持に向けて、効率的な維持管理を実施するため、平成30年度より西遠処理区へのコン
セッション方式導入に向けた準備を進めた。

29,322,364
29,386,396

29,639,154
82,400
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26,593,035

1,626
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1,686

1,668
1,642実績

目標

年度

1,277

R6
目標値

29,728,284
2,330

28,524,67129,724,160

1,561
億円

単位

企業債残高（億円）

政策指標

実績
目標

実績
目標
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◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7 1

16,036,978 15,954,725 11.0

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

1.0 2,453

2
浜松市下水道事業（資本的支

出）
○ 12,576,946 12,569,946 1.0

1
浜松市下水道事業（下水道事

業費用）
○○

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 28,613,924 28,524,671 12.0

24

25

1.0 2,453
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

17.17

6.2 ⑮陸上資源
⑭海洋資源

○

⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（下水道事業費用）

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

- 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

下水道は、生活環境の改善や公共用水域の水質保全、浸水の防除などの役割を果たす都市に欠くことのできない施設であ
る。この施設を適正に管理運営し、公営企業の使命である公共の福祉の増進と経済性を発揮することを目的とする。
また、平成27年度末に静岡県から移管される西遠流域下水道について、民間活力を最大限に活用した効率的な管理・運営
を実現する。

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7

○下水道事業に係る経営管理
・持続可能かつ健全な経営の推進
○下水道事業に係る組織・人事管理
・経営の効率化を図るため人員適正化、少数精鋭化
○災害対策事業
・部内及び他都市連携による防災訓練の実施
○下水道の普及啓発事業
・通常では、目に触れる機会が稀な、インフラとしての下水道に対する理解及び安全・安心の啓発

【重点戦略項目No.100、133】
平成27年度末に静岡県から移管される西遠流域下水道について、平成30年度よりコンセッション方式を導入し、
民間事業者に運営を委ねる。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

○ ○

H27

S42

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

9,905,951

15,180,467

R1
15,455,328 21,166,125 17,086,392 16,453,786 15,954,725

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

10.0

255人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26) 1.0 1.0

H30

20,959,455 17,023,563 16,372,303

5,505,445 5,195,021 5,084,347 5,017,674

75,400 75,400 89,400 79,800 79,800

15,454,010 11,828,542 11,287,956 10,937,051
5,274,516

141 5,108 2,330 2,453

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

12.0 11.0 11.0

1.0

10.0
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◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

111 107 103 103 102 102目標値 110
実績値 110

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値 事業者公募開始優先交渉権者選定実施契約締結コンセッション開始

実績値

指標の達成度

計画通り

・企業債残高については、建設改良費の削減などにより目標に対しては49億円減の1,566億円となり、償還計画
に基づく経営健全化が図られた。
・職員定数については、103人の目標に対して101人の実績となり、計画通り適正化が図られた。
・昨年度策定した業務継続計画に基づき、被災時における職員の災害対応能力の向上を目的とした研修を実施
した。
･西遠コンセッションについては、平成30年4月から事業を開始した。

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

1277

企業債残高（億円）

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

1392
H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値 事業者公募開始優先交渉権者選定実施契約締結コンセッション開始

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値 1 1 1
1
1 1 1 1

1 1

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

職員定数（人）

1561
1686 1631 1566
1719 1668 1615

R1年度 H27 H28 H29

防災訓練（研修）の実施回数（回）

R4

H27

1646
1626

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

105 101

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

コンセッション実施コンセッション実施 コンセッション実施

西遠コンセッション事業の導入 100,133

目標値

年度

H28

112

H29 H30 R1 R4

○下水道事業に係る経営管理
・持続可能かつ健全な経営の推進
○下水道事業に係る組織・人事管理
・経営の効率化を図るため人員適正化、少数精鋭化
○災害対策事業
・業務継続計画（BCP)に基づいた職員対応能力向上研修の実施
○下水道の普及啓発事業
・通常では、目に触れる機会が稀な、インフラとしての下水道に対する理解及び安全・安心の啓発

【重点戦略項目No.100、133】
平成27年度末に静岡県から移管される西遠流域下水道について、平成30年度よりコンセッション方式を導入し、
民間事業者に運営を委ねる。

R6

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

小項目 -大項目 現状

・持続可能な下水道経営の推進による、良好な環境の創造や安全で強靭な下水道機能の確保に向け、効率的
な建設事業の推進などによる企業債残高の削減を図るほか、平成30年度より西遠運営委託事業を開始した。

大項目 現状

- 事業費 現状 人工 現状

小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

・良好な環境の創造や安全で強靭な下水道機能の確保に向け、引き続き効率的な建設事業の推進などによる企
業債残高の削減を図るなど、持続可能な下水道経営を推進する。
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◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

◇【H27～H30】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

100
133

実施方針（案）公表
実施方針公表
募集要項公表

第一次審査
第二次審査
優先交渉権者選定

契約締結
事業引継

コンセッション開始
No. H27 H28 H29 H30

（基準日）
000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7 1令和元年度

（管理番号） （担当課） （責任者）

（事業名）浜松市下水道事業（下水道事業費用）

R1 R2 R3 R4

○○

○○

補助シート

No.
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（資本的支出）

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元

下水道は、生活環境の改善や公共用水域の水質保全、浸水の防除などの役割を果たす都市に欠くことのできな
い施設である。この施設を適正に管理運営し、公営企業の使命である公共の福祉の増進と経済性を発揮するこ
とを目的とする。

○企業債償還金

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ ○

H27 H28 H29 H30 R1

S42 - 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

12,569,946
決算 11,137,183 12,133,057 12,298,801 13,266,851事業費(千円) 予算 11,137,707 12,134,137 12,300,004 13,270,374

市債 2,882,900 3,144,700 3,330,900 3,405,500 3,270,400
国・県支出

その他

一般会計繰入金 828,244 1,055,580 1,036,142 1,017,960 991,183
一般財源 7,426,039 7,932,777 7,931,759 8,843,391 8,308,363

人件費　(千円) 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000
人件費(報酬等) (千円) 4,545

人工

正規 1.0 1.0 1.0 1.0

再任用(h26)
非常勤

1.0
再任用(h31)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



03 06 02 01 02 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4
企業債残高（億円） -

R4 R6
目標値 1646 1719 1668 1615 1561 1392 1277
年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値 1626 1686 1631 1566

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

○企業債償還金

指標の達成度

計画通り

・企業債残高については、建設改良費の削減などにより目標に対しては49億円減の1,566億円となり、償還計画
に基づく経営健全化が図られた。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・平成27年度より、公営企業債について、財政融資の償還年限が延長されたことから、後年度の公債費抑制につ
ながる金利低減を含めた財政運営の健全化に向け、様々な発行条件について検討を実施した。

大項目 現状 小項目 - - 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費

現状 人工 現状

・引き続き、後年度の公債費抑制につながる金利低減を含めた財政運営の健全化に向け、様々な発行条件につ
いて検討を行う。
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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール

上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100

R1

（予算費目名） 下水道会計支出金

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

下水道事業は、生活環境の改善や公共用水域の水質保全、浸水の防除などの役割を果たす都市に欠くことの
できない施設である。
この施設の適正な維持管理及び建設・改良工事を推進するとともに、公営企業の使命である公共の福祉の増進
と経済性を発揮することを目的とする。

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

6,561,025 6,231,1636,102,760 6,008,857

下水道事業は、生活環境の改善や公共用水域の水質保全、浸水の防除などの役割を果たす都市に欠くことの
できない施設である。
この施設の適正な維持管理及び建設・改良工事を推進するとともに、公営企業の使命である公共の福祉の増進
と経済性を発揮することを目的とする。

＜進捗＞

6,231,163
6,338,454

6,102,3076,561,025
6,730,897

6,102,760
6,102,760

H27 H28 H29 H30

実績
目標

年度
R6
目標値

6,102,307

6,008,8576,155,845

単位政策指標

実績
目標

実績
目標



03 06 02 02 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7 1

991,183 991,183

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

2 下水道会計事業負担金 5,017,674 5,017,674

1 下水道会計事業出資金

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 6,008,857 6,008,857

24

25



03 06 02 02 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

事業シート （事業名） 下水道会計事業出資金

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

－

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

－ －

H27

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

28,244

828,244

R1
828,244 1,055,580 1,036,142 1,017,960 991,183

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26)

H30

1,055,580 1,036,142 1,017,960

800,000 1,007,118 785,100 787,000 818,000
48,462 251,042 230,960 173,183



03 06 02 02 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

目標値

実績値

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

R1年度 H27 H28 H29 R4

H27

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

目標値

年度

H28 H29 H30 R1 R4

R6

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

小項目 -大項目 現状

大項目 現状

- 事業費 現状 人工 現状

小項目 - - 事業費 現状 人工 現状



03 06 02 02 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 下水道会計事業負担金

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100 上下水道総務課 山崎　昭 令和 元

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ －

H27 H28 H29 H30 R1

－

5,017,674
決算 5,274,516 5,505,445 5,195,021 5,084,347事業費(千円) 予算 5,274,516 5,675,317 5,302,312 5,137,885

市債
国・県支出

その他 3,011,000 2,812,713 2,888,000

一般会計繰入金

2,650,462 2,748,000
一般財源 2,263,516 2,692,732 2,307,021 2,433,885 2,269,674

人件費　(千円)
人件費(報酬等) (千円)

人工

正規

再任用(h26)
非常勤

再任用(h31)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



03 06 02 02 02 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

上下水道総務課 山崎　昭 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000770100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6
目標値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

大項目 現状 小項目 - - 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費

現状 人工 現状



03 06 02 03 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール
⑥水・衛生

お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000

R1

（予算費目名） 浜松市下水道事業会計

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目
的とし、下水道や浄化槽等それぞれの汚水処理施設の有する特性、経済性等を総合的に勘案したうえで、地域
の実情に応じた効率的かつ適正な整備を行い、汚水処理システムの早期概成を目指す。
　また、適正な運営管理を行うなかで、汚水処理施設の未整備区域における施設整備や既整備区域における施
設の改築・更新や耐震化を推進し、持続的な汚水処理システムを構築する。
　本政策では、下水道への接続促進及び宅内排水設備工事の事前相談に対する技術的指導や下水道使用に
関する監督・指導を行うほか、下水道が整備され供用開始となった区域における受益者負担金の徴収を行う。

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

103,561

66,600

412,030

113,940

105,297 318,851

62,40088,520

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目
的とし、下水道や浄化槽等それぞれの汚水処理施設の有する特性、経済性等を総合的に勘案したうえで、地域
の実情に応じた効率的かつ適正な整備を行い、汚水処理システムの早期概成を目指す。
　また、適正な運営管理を行うなかで、汚水処理施設の未整備区域における施設整備や既整備区域における施
設の改築・更新や耐震化を推進し、持続的な汚水処理システムを構築する。
　本政策では、下水道への接続促進及び宅内排水設備工事の事前相談に対する技術的指導や下水道使用に
関する監督・指導を行うほか、下水道が整備され供用開始となった区域における受益者負担金の徴収を行う。

＜進捗＞ 計画通り
　政策の指標である汚水衛生処理率は目標に届かなかったが、下水道水洗化（接続）率は、職員による訪問勧
奨等の取り組みにより目標を達成した。

298,090
306,972

367,351
87,120
16,441
19,344

16,777
21,167

84.3
85.4

H27 H28 H29 H30

89.3
86.5

86.8
85

88.0
85.9実績

目標

年度

94.0

R6
目標値

433,951

256,451443,982

90.5
％

単位

汚水衛生処理率

政策指標

実績
目標

実績
目標



03 06 02 03 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1

262,352 209,752 7.0

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

1.0

2
浜松市下水道事業（資本的支

出）
56,499 46,699 1.0 1.0

1
浜松市下水道事業（下水道事

業費用）
○

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 318,851 256,451 8.0 1.0

24

25

1.0



03 06 02 03 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

6.2,6.3 ⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

・公共用水域の水質及び生活環境を保全するため下水道接続率の向上が必要となる

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（下水道事業費用）

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

- 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

　下水道事業効果を高めるため水洗化率（接続率）の向上を図るとともに、適正な宅内排水設備施工のため指定
工事人に対する技術的指導及び下水道使用に関する監督･指導を行う。

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7

○水洗化促進事業
　・職員による訪問勧奨の実施
○宅内排水設備指定工事人に対する指導・監督事業
　・指定工事人を対象とした技術講習会の実施
○宅内排水設備工事の相談・受付・検査業務
　・宅内排水設備工事の事前相談に対する技術的指導及び下水道使用に関する監督・指導の実施
○使用料収入の安定確保
・使用料収入の安定確保については、新たな滞納の発生を減らすとともに、滞納分の早期解決を図ることで収入
の安定確保を目指す

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

－ ○

H27

S42

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

16,777

16,777

R1
21,167 19,344 253,659 406,041 209,752

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

10.2

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26) 3.0 3.0

H30

16,441 244,777 334,887

88,520 87,120 103,340 56,800 52,600

16,441 244,777 334,887 209,752

0.5 0.5 0.5

11.6 7.6 7.0
2.2 2.2

0.5
5.4 1.0 1.0

10.0



03 06 02 03 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

目標値

実績値

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度

計画通り

　職員による訪問勧奨を857戸実施した。また、排水設備指定工事人を対象とした技術講習会を開催する等、適
正な宅内排水設備の施工及び下水道使用に関する技術的指導を行なった。
これらの取り組みにより、水洗化率は対前年比で0.4ポイント向上し目標とした96%を達成。

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

97.1

下水道水洗化（接続）率　（%）

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

96.8
H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

96.2
95.2 95.6 96
95.2 95.6 96

R1年度 H27 H28 H29 R4

H27

94.8
94.8

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

目標値

年度

H28 H29 H30 R1 R4

○水洗化促進事業
　・職員による訪問勧奨の実施
○宅内排水設備指定工事人に対する指導・監督事業
　・指定工事人を対象とした技術講習会の実施
○宅内排水設備工事の相談・受付・検査業務
　・宅内排水設備工事の事前相談に対する技術的指導及び下水道使用に関する監督・指導の実施

R6

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

小項目 一部委託大項目 改善

・平成29年度より宅内排水設備工事の受付、検査業務の一部を委託（5年契約）

大項目 改善

- 事業費 縮小 人工 縮小

小項目 - - 事業費 縮小 人工 縮小

・引き続き職員による戸別訪問を実施し下水道事業の役割の啓発に力点を置きながら丁寧な接続勧奨を実施す
る。
なお、平成31年度は合併処理浄化槽普及啓発事業に重点を置くため訪問勧奨業務を縮小する。



03 06 02 03 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（資本的支出）

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元

　下水道の整備にかかる建設費を受益者負担金として徴収を行う。

・下水道が整備され供用開始となった区域における受益者負担金の徴収
・受益者負担金徴収業務については、新たな滞納の発生を減らすとともに、滞納分の早期解決を図ることで収入
の安定確保を目指す
・固定資産（下水道メーター）の新規購入及び検定切れ・故障による取替工事

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ －

H27 H28 H29 H30 R1

S34 ― 事業会計 自治事務（その他） 下水道法　等 －

46,699
決算 53,313 32,464事業費(千円) 予算 53,313 37,941

市債
国・県支出

その他

一般会計繰入金
一般財源 53,313 32,464 46,699

人件費　(千円) 10,600 9,800 9,800
人件費(報酬等) (千円)

人工

正規 1.0 1.0

再任用(h26)
非常勤 1.0 1.0

1.0
再任用(h31) 1.0

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ○ 6.2、6.3 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・下水道の整備にかかる建設費を受益者負担金として徴収を行うこととし、新たな滞納の発生を減らすとともに、
滞納分の早期解決を図る。



03 06 02 03 02 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6
目標値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

・下水道が整備され供用開始となった区域における受益者負担金の徴収

指標の達成度



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

大項目 現状 小項目 - - 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費

現状 人工 現状
  下水道受益者負担金については、下水道事業の役割の啓発に努めるとともに、収納率を維持するため、滞納者に対する督
促、催告等を継続して行っていく。



03 06 02 04 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール

お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000

R1

（予算費目名） 浄化槽普及費

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目
的とし、下水道や浄化槽等それぞれの汚水処理施設の有する特性、経済性等を総合的に勘案したうえで、地域
の実情に応じた効率的かつ適正な整備を行い、汚水処理システムの早期概成を目指す。
　また、適正な運営管理を行うなかで、汚水処理施設の未整備区域における施設整備や、既整備区域における
施設の改築・更新や耐震化を推進し、持続的な汚水処理システムを構築する。
　本政策では、浄化槽の適正な維持管理の確保や合併処理浄化槽の普及を促進するための事業を展開する。

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

439,029

38,400

481,163

23,300

454,243 483,267

42,60027,000

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目
的とし、下水道や浄化槽等それぞれの汚水処理施設の有する特性、経済性等を総合的に勘案したうえで、地域
の実情に応じた効率的かつ適正な整備を行い、汚水処理システムの早期概成を目指す。
　また、適正な運営管理を行うなかで、汚水処理施設の未整備区域における施設整備や、既整備区域における
施設の改築・更新や耐震化を推進し、持続的な汚水処理システムを構築する。
　本政策では、浄化槽の適正な維持管理の確保や合併処理浄化槽の普及を促進するための事業を展開する。

＜進捗＞ 計画通り
　政策の指標である汚水衛生処理率は目標に届かなかったが、下水道水洗化（接続）率は、職員による訪問勧
奨等の取り組みにより目標を達成した。

457,863
488,525

413,333
17,100
421,929
468,958

427,243
467,142

84.3
85.4

H27 H28 H29 H30

89.3
86.5

86.8
85

88.0
85.9実績

目標

年度

94.0

R6
目標値

451,733

440,667560,783

90.5%

単位

汚水衛生処理率

政策指標

実績
目標

実績
目標



03 06 02 04 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1

13,069 3,269 1.4

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

436,797 0.8

2
合併処理浄化槽普及啓発事

業
27,801 601 0.8 6.0

1 浄化槽維持管理事業

4

3 浄化槽助成事業 ○ 442,397

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 483,267 440,667 3.0 6.0

24

25



03 06 02 04 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

6.2、6.3 ⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

・公共用水域の水質及び生活環境を保全するためには、浄化槽の維持管理が必要であるため。

事業シート （事業名） 浄化槽維持管理事業

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

- 一般会計
法定受託事務
自治事務 (その他)

浄化槽法 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

　浄化槽が本来の機能を発揮し、汚水処理システムの役割を果たすためには、浄化槽法に基づいた適正な維持
管理が不可欠であるため、浄化槽関連業に関する事務を適正に執行するとともに、維持管理状況等を把握する
ための管理台帳を整備する。

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7

○浄化槽清掃許可業者及び保守点検登録業者に対する指導業務の実施
　浄化槽関係業者に対して、浄化槽法に基づく維持管理の徹底についての指導を実施する。
　浄化槽保守点検登録業者講習会を開催し、事業者の知識向上を図る。
○浄化槽管理台帳システム整備業務の実施
　平成24年度までに整備した浄化槽管理台帳システムの保守業務を実施する。
　届出等の浄化槽情報を更新入力し、市内にある浄化槽の設置状況や維持管理状況の把握に努める。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

－ －

H27

S60

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

1,001

2,509

R1
2,777 2,669 1,790 1,768 3,269

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

1.0

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26) 1.0 1.0

H30

2,456 1,790 1,692

1,508 432 574 1,534 424

11,400 8,200 8,500 9,200 9,800

2,024 1,216 158 2,845

0.7 0.8 1.4
0.5 1.0 1.0

0.8



03 06 02 04 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

目標値

実績値

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度

遅れている

  保守点検契約率は目標に届かなかったが、合併処理浄化槽の保守点検契約基数は前値度と比較して増となっ
ている。
　また、全体では、保守点検契約率は前年度と比較して1.2%程度の減にとどまっている。
　なお、未契約の浄化槽が判明した場合には、浄化槽管理者 (市民)へ維持管理を啓発するほか、関係業者への
指導も行っており、適正な浄化槽の維持管理につながっている。

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

95.0

保守点検契約率 (%)

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

-

95.0
H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

95.0
93.6 92.3 91.1
95.0 95.0 95.0

R1年度 H27 H28 H29 R4

H27

95
94.5

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

目標値

年度

H28 H29 H30 R1 R4

○浄化槽清掃許可業者及び保守点検登録業者に対する指導業務の実施
　浄化槽関係業者に対して、浄化槽法に基づく維持管理の徹底についての指導を実施する。
　浄化槽保守点検登録業者講習会を開催し、事業者の知識向上を図る。
○浄化槽管理台帳システム整備業務の実施
　平成24年度までに整備した浄化槽管理台帳システムの保守業務を実施する。
　届出等の浄化槽情報を更新入力し、市内にある浄化槽の設置状況や維持管理状況の把握に努める。

R6

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

小項目 その他大項目 改善

　浄化槽清掃許可業者及び保守点検登録業者に対する指導業務は、適正な維持管理を担保するうえで不可欠
であるため、保守点検業者講習会を行い、事業者の知識・技術の向上を図った。

大項目 改善

- 事業費 現状 人工 現状

小項目 その他 - 事業費 現状 人工 現状

　保守点検業者講習会の内容を適宜見直すことで、事業者の知識・技術の積み上げを図っていく。



03 06 02 04 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 合併処理浄化槽普及啓発事業

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元

　浄化槽の適正な維持管理の確保や合併処理浄化槽の普及には市民の理解、協力が不可欠であることから、
市民の汚水処理に対する関心を高めるため、戸別訪問などの普及啓発事業を展開する。

○戸別訪問による合併処理浄化槽への設置替えについての啓発及び維持管理指導
　下水道事業計画区域外の地域における単独処理浄化槽世帯やくみ取便槽世帯に対して、合併処理浄化槽へ
の設置替えを啓発する。
　浄化槽法で定められている保守点検、清掃、水質検査の周知並びに実施率の向上を図るため、浄化槽管理者
宅への戸別訪問等を実施する。
○普及啓発事業の開催
　生活排水が水環境に与える影響を周知し、合併処理浄化槽の設置及び維持管理の必要性について啓発する
ため、市民を対象とした啓発事業を開催する。
○保守点検登録業者、清掃許可業者、指定検査機関と連携した維持管理啓発
　浄化槽パトロールなどを関連業者と連携して実施することで効果的な維持管理の啓発を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ －

H27 H28 H29 H30 R1

H25 - 一般会計 自治事務 (その他) 浄化槽法 －

601
決算 462 544 616 541事業費(千円) 予算 811 658 616 582

市債
国・県支出

その他

一般会計繰入金
一般財源 462 544 616 541 601

人件費　(千円) 4,400 3,300 9,200 23,600 27,200
人件費(報酬等) (千円)

人工

正規 0.1 0.8 0.8

再任用(h26) 1.0 1.0
非常勤

0.8
再任用(h31) 0.5 1.0 5.0 6.0

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ○ 6.2、6.3 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・公共用水域の水質及び生活環境の保全を推進するため、単独処理浄化槽や汲み取り便槽から合併処理浄化
槽への転換を促進する必要がある。



03 06 02 04 02 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4
戸別訪問件数 (件) -

R4 R6
目標値 3,000 3,000 3,000 9,000 9,000 3000 3,000
年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値 3,710 2,553 2,379 7,994

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

○戸別訪問による合併処理浄化槽への設置替えについての啓発及び維持管理指導
　下水道事業計画区域外の地域における単独処理浄化槽世帯やくみ取便槽世帯に対して、合併処理浄化槽へ
の設置替えを啓発する。
　浄化槽法で定められている保守点検、清掃、水質検査の周知並びに実施率の向上を図るため、浄化槽管理者
宅への戸別訪問等を実施する。
○普及啓発事業の開催
　生活排水が水環境に与える影響を周知し、合併処理浄化槽の設置及び維持管理の必要性について啓発する
ため、市民を対象とした啓発事業を開催する。
○保守点検登録業者、清掃許可業者、指定検査機関と連携した維持管理啓発
　浄化槽パトロールなどを関連業者と連携して実施することで効果的な維持管理の啓発を行う。

指標の達成度

計画通り

　戸別訪問件数は目標の7,500件を上回り、訪問職員の増員による効果により、年度内の計画どおりに達成し
た。
　対象地区にあたっては、浄化槽設置費補助金の増額幅が大きい地域より選定を優先し、また、全ての浄化槽
世帯へ訪問するよう計画しており、効果的な合併処理浄化槽の設置促進を図った。
　 対象となる浄化槽は約30,000基あり、全浄化槽管理者を訪問するのには相当の期間が必要となるため、戸別
訪問と並行して、郵送や地域のイベントなどを活用して広く周知啓発をした。
   浄化槽関係業者と協力して、浄化槽パトロールを実施し、浄化槽の維持管理に関して効果的な啓発を行った。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

　単独処理浄化槽等から合併処理浄化槽への設置替えには法的義務がないことから (努力義務)、合併処理浄
化槽の普及を促進するには、市民の主体的な行動を促す必要があるため、市民への周知・啓発を強化した。
・再任用職員を配置し、戸別訪問による周知啓発を継続して促進した。

大項目 改善 小項目 収集・分析 事業費

大項目 改善 小項目 非常勤・再任用 事業費

現状 人工 拡大

   戸別訪問職員を増員し、2ヵ年で3班体制で取り組みを強化して継続的に実施するとともに、浄化槽管理台帳の
情報を活用した啓発の対象を選定するなど、効率的かつ効果的な啓発の手法を検討していく。



03 06 02 04 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 浄化槽助成事業

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000 お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元

　汚水処理の早期概成のためには、下水道事業計画区域外の合併処理浄化槽の普及促進が不可欠である。
　しかしながら、浄化槽設置費用の負担が合併処理浄化槽の普及が進まない主な要因となっている。
　このため、浄化槽設置者に対して補助金を交付することによって、市民の負担を軽減し、合併処理浄化槽の普
及を促進させる。

【H27～H30重点戦略項目No.72】
○浄化槽設置整備事業
　下水道事業計画区域外及び農業集落排水処理区域外で、10人槽以下の合併処理浄化槽を設置する市民に対
し、槽の大きさごとに定められた補助金を交付する。
　水質汚濁量の多い単独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併処理浄化槽に設置替えする市民には、新設時の
補助額に一定額を上乗せした補助金を交付する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ ○

H27 H28 H29 H30 R1

S63 - 一般会計 自治事務 (その他) 浄化槽法 －

436,797
決算 424,272 418,929 455,457 411,100事業費(千円) 予算 463,554 465,631 486,119 558,433

98,716
市債 280,300 285,100 283,800 211,000 305,500

国・県支出 129,771 118,565 140,750 182,095

その他 15,400

一般会計繰入金

6,600 16,000
一般財源 14,201 15,264 15,507 11,405 16,581

人件費　(千円) 11,200 5,600 5,600 5,600 5,600
人件費(報酬等) (千円)

人工

正規 1.6 0.8 0.8 0.8

再任用(h26)
非常勤

0.8
再任用(h31)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ○ 6.2、6.3 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・公共用水域の水質及び生活環境を保全するため、生活を拠点とした建物に設置されている単独処理浄化槽や
汲み取り便槽から合併処理浄化槽への転換に係る設置費用の一部について補助金を交付することにより、適正
な汚水処理を推進する。



03 06 02 04 03 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4
合併処理浄化槽設置基数 72

R4 R6
目標値 21,100 22,400 23,700 25,000 26,300 30,200 32,800
年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値 20,245 21,233 22,145 23,068

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

【H27～H30重点戦略項目No.72】
○浄化槽設置整備事業
　下水道事業計画区域外及び農業集落排水処理区域外で、10人槽以下の合併処理浄化槽を設置する市民に対
し、槽の大きさごとに定められた補助金を交付する。
　水質汚濁量の多い単独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併処理浄化槽に設置替えする市民には、新設時の
補助額に一定額を上乗せした補助金を交付する。

指標の達成度

遅れている

　合併処理浄化槽設置基数は目標値の25,000基に届かなかったが、設置基数は前年比で923基の増となってい
ることから、着実に合併処理浄化槽の普及が進んでいる。
　また、平成27年10月より、補助制度を改正し、単独処理浄化槽等から合併処理浄化槽へ設置替えする市民に
対する補助限度額を増額したことにより、設置替えに対する補助基数が387基と、制度改正年度比では引き続き
増となっており、制度改正における一定の効果が得られた。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・改正補助要綱に伴い、設置替えに対する取り組みの重点化を図るとともに、適正な補助金執行に努めた。
・平成27年10月1日交付決定分からは、下記のとおり補助制度を改正した。
　(1) 設置替えに対する補助限度額を増額した。
　(2) 新設 (建築確認申請を伴うにもの)対する補助限度額を減額した。
　(3) 水域区分を廃止し、全ての地域で補助限度額を統一した。

大項目 改善 小項目 収集・分析 事業費

大項目 改善 小項目 条例・要綱等 事業費

拡大 人工 現状

・現行補助金制度は平成30年度以降も制度を継続したことから、引き続き補助限度額の見直しの効果を検証し、
今後の助成制度の在り方を検討していく。
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◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

◇【H27～H30】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

お客さまサービス課 高橋伸行 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007705000

補助シート （事業名）浄化槽助成事業

No. R1 R2 R3 R4

○○

○○

No. H27 H28 H29 H30

72

合併処理浄化槽設置基
数
21,100基

合併処理浄化槽設置基
数
22,400基

合併処理浄化槽設置基
数
23,700基

合併処理浄化槽設置基
数
25,000基
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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

％

％

単位

下水道人口普及率

基幹管路の耐震化適合率

政策指標

80.1
80.180実績

目標

実績
目標

79.9 81.2

88.7

80.9
80.6

5,506,826
5,883,972

83.4
80.6

H27 H28 H29 H30

88
88.3

84.1
87.5

87.7
87.9実績

目標

年度

90

R6
目標値

5,915,418

6,961,4345,984,831
6,563,750
7,053,513

5,615,818
317,000

6,846,067
6,668,656

・快適な生活環境を保つための下水道の整備
・現状施設の機能を適切に保持していくための改築更新・耐震化
・下水道管きょの適正な維持管理

＜進捗＞ 計画通り
下水道の整備では、下水道人口普及率が目標80.6%に対し実績80.9%であった。また、現状施設の耐震化、改
築・更新事業を実施し、基幹管路の耐震化適合率は目標88.0%に対し実績88.3%であった。維持管理において
は、浜松市下水道管路維持管理計画（管路調査編）に基づいた計画的な巡視及び点検・調査を実施した。
今後については、中長期的な施設更新の事業平準化を目的としたストックマネジメントに基づき、効率的な改築
更新を実施するとともに、交付金制度の積極的な活用を進めていきたい。

7,163,067

299,600

6,860,350

296,600

5,830,826 7,261,034

299,600324,000

R1

80.4
80.882

（予算費目名） 浜松市下水道事業会計

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

・快適な生活環境を保つための下水道の整備
・現状施設の機能を適切に保持していくための改築更新・耐震化
・下水道管きょの適正な維持管理

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

下水道工事課 鈴木　秀俊 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007720000

◇関連するSDGsのゴール
⑥水・衛生
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◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

2.0計 7,261,034 6,961,434 42.0

24

25

23

21

22

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2
浜松市下水道事業（資本的支

出）
○○○ 6,649,649 6,385,049 37.0 2.0

1
浜松市下水道事業（下水道事

業費用）
○ 611,385 576,385 5.0

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007720000 下水道工事課 鈴木　秀俊 令和 元 7 1
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

5.0 5.0 5.05.0
42,000 35,000 35,000 35,000 35,000

397,114 402,397 453,107 576,384
105 1 1 1 1

H30

397,115 402,398 453,108

人工

正規
再任用(h31)

6.0

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26)

事業費(千円) 予算
決算

－ ○

H27

S34

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

337,676

337,781

R1
343,718 417,269 434,600 471,859 576,385

H28 H29

― 事業会計 自治事務（その他） 下水道法　等 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

・下水道管きょの適正な維持管理

007720000 下水道工事課 鈴木　秀俊 令和 元 7

○管きょ維持管理事業
・予防保全型の維持管理の実施
・教育現場等への積極参加

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（下水道事業費用）

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

⑨イノベーション

水環境改善のため、汚水処理施設の未普及地域において、下水道、集落排水、浄化槽等の汚水処理施設の適
切な役割分担の下、効率的な汚水処理施設整備を実施する。

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

6.2,6.3 ⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓



03 06 02 06 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

R6

007720000 下水道工事課 鈴木　秀俊 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）

目標値

年度

H28 H29 H30 R1 R4

○管きょ維持管理事業
・予防保全型の維持管理の実施
・教育現場等への積極参加

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

R1年度 H27 H28 H29 R4

H27

目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値

H27～H30 R1～R4

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

H27

実績値

実績値

計画通り

・浜松市下水道管路維持管理計画（管路調査編）に基づき、計画的な巡視及び点検・調査を実施した。
・小学校を対象とした下水道教室を市内97校のうち87校（89.7%）で開催した。

指標の達成度

目標値

実績値

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/
増大する下水道施設の維持管理において、全国の各政令市の状況等の先進事例等を確認しながら、事業費、人
工の縮小に繋げるための情報収集と分析に努めていきたい。

収集・分析 事業費 現状 人工 現状

大項目 改善

浜松市下水道管路維持管理計画（管路調査編）に基づき、計画的な巡視及び点検・調査を実施した。

大項目 改善

事業費 現状 人工 現状

小項目

小項目 その他



03 06 02 06 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

水環境改善のため、汚水処理施設の未普及地域において、下水道、集落排水、浄化槽等の汚水処理施設の適
切な役割分担の下、効率的な汚水処理施設整備を実施する。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ○ 6.2,6.3 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

非常勤 1.0 1.0 2.0 2.0

37.0
再任用(h31) 1.0 1.0

人工

正規 39.0 39.0 37.0 37.0

再任用(h26) 1.0 1.0 1.0

105,749
一般財源 2,772,150 4,051,819 3,420,341 3,278,678 3,986,772

人件費　(千円) 282,000 282,000 261,600 264,600 264,600
人件費(報酬等) (千円)

2,292,528
市債

国・県支出 2,095,434 2,219,409 2,193,541 1,856,663

その他 301,461 177,724 547,470

一般会計繰入金

27,369

6,385,049
決算 5,169,045 6,448,952 6,161,352 5,162,710事業費(千円) 予算 5,540,254 6,251,387 6,618,913 5,512,972

○ ○

H27 H28 H29 H30 R1

S34 ― 事業会計 自治事務（その他） 下水道法　等 ○

・快適な生活環境を保つための下水道の整備
・現状施設の機能を適切に保持していくための改築更新・耐震化

○地震対策事業【R1-R4重点戦略項目No.172】
　・基幹管路や処理場、ポンプ場等の耐震化の推進
○施設及び管きょ改築更新事業
　・処理場、ポンプ場、管きょのストックマネジメント計画に基づく改築・更新の実施
○未普及対策事業（管きょ整備・施設整備・取付管設置）
　・浜松市汚水処理10年プランに基づく効率的な下水道整備の実施
○浸水対策事業【R1-R4重点戦略項目No.173】
　・関連部署と連携した内水対策の推進（ハード対策）及び浸水被害軽減対策の推進（ソフト対策）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（資本的支出）

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007720000 下水道工事課 鈴木　秀俊 令和 元



03 06 02 06 02 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・基幹管路や処理場、ポンプ場等の耐震化の実施　[予算1,168,560千円（うち前年度繰越241,542千円）]
・処理場、ポンプ場、管きょの長寿命化計画に基づく改築・更新の実施　[予算3,149,722千円（うち前年度繰越
749,466千円）]
・市街化区域及び整備効率の高い下水道未普及地区への下水道管きょの整備　[予算2,163,792千円（うち前年
度繰越105,258千円）]
・市街地の浸水対策のため、関係部署と連携して雨水きょ及び排水ポンプの整備を実施　[予算1,576,712千円（う
ち前年度繰越558,272千円）]

指標の達成度

計画通り

下水道基幹管路の耐震化適合率については、下水道整備済区域内の防災拠点と下水処理場・ポンプ場とを結
ぶ管きょの総延長に対して、診断及び対策により耐震性能が確保されている管きょの延長の割合であり88.3％、
また、下水道人口普及率については、行政人口に対する下水道が利用できる人口の割合であり80.9％となり、い
ずれも計画通り進捗している。

実績値

目標値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

目標値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値 11 36 60 72
目標値 15 39 71 79 85 100 100

都市部における雨水調整池や排水ポンプ等整備率（％）（安間川・高塚川流域） 173
年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値 80 80.1 80.8 80.9
目標値 79.9 80.1 80.4 80.6 81.2 81.5 82

下水道人口普及率（％）
年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値 83.4 87.5 87.9 88.3

R4 R6
目標値 80.6 84.1 87.7 88 88.7 89.4 90
年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4
基幹管渠の耐震化適合率（％） Ⅲ-1(1)イ 172

下水道工事課 鈴木　秀俊 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007720000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

西遠処理区の施設運営におけるコンセッション（官民連携）事業、浜松市汚水処理10年プランに基づく下水道整
備、ストックマネジメント対策、総合地震対策等により更なる事業の効率化を図るとともに、社会資本整備総合交
付金制度の重点配分等の積極的活用など中部地方整備局との調整を進め、交付金の拡充に努めていきたい。

現状 人工 現状

浜松市下水道総合地震対策計画に基づく地震対策の推進及び浜松市汚水処理10年プランに基づく効率的な下
水道整備を実施した。

大項目 改善 小項目 国・県補助金 事業費

大項目 改善 小項目 その他 事業費



03 06 02 07 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール
⑥水・衛生

下水道施設課 内山　厚 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007730000

R1

0
0

100100

0

（予算費目名） 浜松市下水道事業会計

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

・常に経済性を発揮するとともに環境の負荷を低減するために、下水道施設のポンプ場及び下水処理場を適正
に管理運営する。また、適正な放流水質維持のため、下水処理場への流入水質が異常でないことを監視する。
・温室効果ガス排出量の削減。
　中部浄化センター・舘山寺浄化センターのエネルギー使用量（使用電力量）の合計量で、毎年1％以上、平成
25年度を基準に令和2年度までに12％削減する。
・下水処理場における再生可能エネルギー利用技術の導入可能性を検討。
・下水汚泥の100％再生利用の継続。

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

3,283,340

182,600

3,298,630

199,200

1,557,769 1,860,867

181,000202,400

・常に経済性を発揮するとともに環境の負荷を低減するために、下水道施設のポンプ場及び下水処理場を適正
に管理運営する。また、適正な放流水質維持のため、下水処理場への流入水質が異常でないことを監視する。
・温室効果ガス排出量の削減:中部浄化センター・舘山寺浄化センターのエネルギー使用量（使用電力量）の合
計量で、毎年1％以上、平成25年度を基準に令和2年度までに12％削減する。
・下水処理場における再生可能エネルギー利用技術の導入可能性を検討。
・下水汚泥の100％再生利用の継続。

＜進捗＞ 計画通り
・ポンプ場及び下水処理場を適正に管理運営し、事業場排水の監視を行い、流入水質異常は発生しなかった。
・適切の維持管理の取組みや省エネ機器の導入により使用電力量を平成25年度比から、12.3％削減
・研究会参加等情報収集すると共に、下水処理場における再生可能エネルギー利用技術の導入可能性を検討
・下水汚泥の再生利用100％を継続中であるが農業利用等の下水汚泥の利活用についても取組みを進めてい
く。

3,099,430
3,271,758

1,579,400
206,200

3,077,140
3,142,009

1,355,369
1,428,702

8
12（R2）

H27 H28 H29 H30

12（R2）
12.3

12（R2）
11.8

12（R2）
10実績

目標

年度

12（R2）

R6
目標値

1,762,000

1,679,8671,646,426

100

0

12（R2）

0
100
100

0
件

%

単位

%

下水処理場への流入水質異常件数

エネルギー使用量削減率（対H25年度比）

政策指標

下水汚泥の100％再生利用 100

0
0

100
100

0
100
100

実績
目標

実績
目標

0



03 06 02 07 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007730000 下水道施設課 内山　厚 令和 元 7 1

1,860,867 1,679,867 23.0

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

4.0 2.0

2

1
浜松市下水道事業（下水道事

業費用）
○

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 1,860,867 1,679,867 23.0 4.0

24

25

2.0



03 06 02 07 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

6.2、6.3 ⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

下水道処理施設を適切に維持管理して生活排水等を適切に浄化処理することにより、公共用水域の水質保全を
図るだけでなく、水、資源、エネルギーの集約自立供給化による持続可能な循環型社会の構築に貢献する。

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（下水道事業費用）

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

－ 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

下水道施設のポンプ場及び終末処理場を適正に管理運営し、もって都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に
寄与し、あわせて公共用水域の保全に資することを目的とする。

007730000 下水道施設課 内山　厚 令和 元 7

・市内17箇所（中、南、北、西、御前谷、上島雨水、村櫛、都田、和地、瞳ケ丘、観月園、蓬莱園、弁天島、西ケ
崎、金指、浜名、阿蔵）のポンプ場施設の維持管理事業
・浜松市地球温暖化対策実行計画書に記載されている、大規模施設である中部・舘山寺浄化センターのエネル
ギー使用量（電力）を前年度比1％削減し、平成25年度を基準に平成32年度までに12％削減する。
・市内7箇所（西遠、中部、湖東、舘山寺、細江、井伊谷、三ケ日）の終末処理場から排出される放流水の適正な
水質維持のため、下水処理場への流入水質が異常でないことを監視する。
・事業場排水検査及び除害施設等の設置許認可事業。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

－ ○

H27

S42

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

1,083,555

1,355,369

R1
1,428,702 3,142,009 3,271,758 1,646,426 1,679,867

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

27.0

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26) 1.0 1.0

H30

3,077,140 3,099,430 1,579,400
2,160 5,845

271,814 334,594 346,843

202,400 206,200 199,200 182,600 181,000

2,742,546 2,752,587 1,577,240 1,674,022

2.0

25.0 23.0 23.0
3.0 6.0

1.0
6.0 6.0 4.0

26.0



03 06 02 07 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

0 0 0 0 0 0目標値 0
実績値 0

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度

計画通り

・包括的民間委託の導入により、民間の創意工夫によるエネルギー使用量削減の効果を得ることができた。
・地球温暖化対策として、大規模施設である中部・舘山寺浄化センターにおけるポンプなどの主要設備更新に合
わせて、省エネ機器の導入を図り、平成25年度比で12.3％と削減できた。
・適切な水質維持に向けて、事業場排水に立入検査を行い、各下水処理場への流入水質に異常が発生すること
もなく、適正な放流水質を維持できた。
・下水汚泥の100％再生利用を推進し、農業利用等下水汚泥の利活用も実施した。

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

12

中部・舘山寺浄化センターのエネルギー使用量（電力）削減率（対H25年度比：％）

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

12
H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値 100 100 100
100
100 100 100 100

100 100

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

下水処理場への流入水質異常件数（件）

12（R2）
11.8 10 12.3

12（R2） 12（R2） 12（R2）

R1年度 H27 H28 H29

下水汚泥の100％再生利用（％）

R4

H27

12（R2）
8

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

0 0

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

目標値

年度

H28

0

H29 H30 R1 R4

・市内17箇所（中、南、北、西、御前谷、上島雨水、村櫛、都田、和地、瞳ケ丘、観月園、蓬莱園、弁天島、西ケ
崎、金指、浜名、阿蔵）のポンプ場施設の維持管理事業
・浜松市地球温暖化対策実行計画書に記載されている、大規模施設である中部・舘山寺浄化センターのエネル
ギー使用量（電力）を前年度比1％削減し、平成25年度を基準に令和2年度までに12％削減する。
・市内7箇所（西遠、中部、湖東、舘山寺、細江、井伊谷、三ケ日）の終末処理場から排出される放流水の適正な
水質維持のため、下水処理場への流入水質が異常でないことを監視する。
・事業場排水検査及び除害施設等の設置許認可事業。

R6

007730000 下水道施設課 内山　厚 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

小項目 収集・分析大項目 改善

.・主ポンプ等の水処理施設等の設備更新に合わせた省エネ機器の導入等により、電力使用量削減率が平成25
年度比で12％削減の目標を達成しつつあるが、下水処理量に比例する性質上、降雨による流入下水量増加の
影響を受けたり、他の老朽化した設備の停止による運転負荷の増加等によるエネルギー使用量の増加リスクが
存在するため、計画的な改築更新を行うため様々な維持管理情報を収集し予防保全的維持修繕も進め、既存設
備の能力を十分発揮し安定した効率的な運転管理を進める環境を整備する必要がある。

大項目 改善

事業費 拡大 人工 現状

小項目 業務改善 事業費 拡大 人工 現状

・合流式である中部浄化センターの公共的使命である汚水処理と処理地域内の浸水防除という2つの命題を,降
雨時対応の放流基準を見直し運転手順等を明確化したうえで、維持管理受託者と共有し最適な運転管理をす
る。
・施設の老朽化に対し計画的な予防保全的維持修繕の実施により突発故障停止リスクを軽減し、既存設備の能
力を十分に発揮した安定した効率的な運転管理を行う。



03 06 02 08 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール
⑥水・衛生

北部上下水道課 馬渕　勝巳 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007750000

R1

（予算費目名） 浜松市下水道事業会計

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

・公共下水道への接続促進
・公共下水道マンホール等の維持管理
・公共下水道取付管申請による取付管の設置

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

117,352

42,000

117,690

49,000

113,398 117,616

42,00049,000

・公共下水道への接続促進
・公共下水道マンホール等の維持管理
・公共下水道取付管申請による取付管の設置

＜進捗＞ 計画通り
　下水道水洗化（接続）率は、職員及び業務委託による訪問勧奨等の取り組みにより目標を達成した。

68,690
80,166

50,923
49,000
68,352
78,529

64,398
65,554

94.8
94.8

H27 H28 H29 H30

96
96

95.2
95.2

95.6
95.6実績

目標

年度

97

R6
目標値

92,923

75,61676,811

96.2
％

単位

下水道水洗化（接続）率

政策指標

実績
目標

実績
目標



03 06 02 08 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007750000 北部上下水道課 馬渕　勝巳 令和 元 7 1

22,027 15,027 1.0

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

2
浜松市下水道事業（資本的支

出）
○ 95,589 60,589 5.0

1
浜松市下水道事業（下水道事

業費用）
○

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 117,616 75,616 6.0

24

25



03 06 02 08 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

6.2　6.3 ⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

・水環境改善のため、下水道の接続を促進する。

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（下水道事業費用）

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

- 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

　下水道事業効果を高めるため水洗化率（接続率）の向上を図るとともに、公共下水道施設の維持管理を行う。

007750000 北部上下水道課 馬渕  勝巳 令和 元 7

○水洗化促進事業
・職員等による訪問勧奨の実施
○管きょ維持管理事業
・マンホール蓋等の下水道施設修繕業務

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

－ ○

H27

S42

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

7,421

7,421

R1
7,562 11,691 13,453 9,752 15,027

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

1.0

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26)

H30

11,346 12,577 8,103

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

11,346 12,577 8,103 15,027

1.0 1.0 1.01.0



03 06 02 08 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

目標値

実績値

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度

計画通り

 職員による訪問勧奨を1,000戸実施した。また、排水設備指定工事人を対象とした技術講習会を開催する等、適
正な宅内排水設備の施工及び下水道使用に関する技術的指導を行なった。
これらの取り組みにより、水洗化率は対前年比で0.4ポイント向上し目標とした96%を達成。

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

97.1

下水道水洗化率（接続）率（％）

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

96.8
H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

96.2
95.2 95.6 96
95.2 95.6 96

R1年度 H27 H28 H29 R4

H27

94.8
94.8

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

目標値

年度

H28 H29 H30 R1 R4

○水洗化促進事業
・職員及び業務委託による訪問勧奨の実施
○管きょ維持管理事業
・マンホール蓋等の下水道施設修繕業務

R6

007750000 北部上下水道課 馬渕  勝巳 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

小項目大項目

大項目

事業費 人工

小項目 事業費 人工



03 06 02 08 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（資本的支出）

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007750000 北部上下水道課 馬渕  勝巳 令和 元

事業目的
　公共下水道取付管の設置
事業対象
　公共下水道管きょ

施設整備事業（取付管設置・公共起債対象事業）
施設整備事業（取付管設置・特環起債対象事業）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ ○

H27 H28 H29 H30 R1

S42 - 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

60,589
決算 56,977 57,006 56,113 42,820事業費(千円) 予算 57,992 66,838 66,713 67,059

市債
国・県支出

その他

一般会計繰入金
一般財源 56,977 57,006 56,113 42,820 60,589

人件費　(千円) 42,000 42,000 42,000 35,000 35,000
人件費(報酬等) (千円)

人工

正規 6.0 6.0 6.0 5.0

再任用(h26)
非常勤

5.0
再任用(h31)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ○ 6.2　6.3 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

水環境改善のため、汚水処理施設の未普及地域において、下水道整備を実施する。



03 06 02 08 02 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

北部上下水道課 馬渕  勝巳 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007750000

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6
目標値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

施設整備事業（取付管設置・公共起債対象事業）
施設整備事業（取付管設置・特環起債対象事業）

指標の達成度



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

人工

大項目 小項目 事業費

大項目 小項目 事業費

人工

・事業を継続する。



03 06 02 09 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール
⑥水・衛生

天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007760000

R1

88
85.994

（予算費目名） 浜松市下水道事業会計

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目
的とし、下水道未普及地域の整備促進及び、既設下水道施設の改築・更新をすることにより、既設下水道施設
の適正な維持管理に努める。
　また、下水道への接続促進及び宅内排水設備工事の事前相談に対する技術的指導や下水道使用に関する
監督・指導を行う。

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

550,335

49,200

373,404

52,520

627,295 320,100

58,20042,880

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目
的とし、下水道未普及地域の整備促進及び、既設下水道施設の改築・更新をすることにより、既設下水道施設
の適正な維持管理に努める。
　また、下水道への接続促進及び宅内排水設備工事の事前相談に対する技術的指導や下水道使用に関する
監督・指導を行う。

＜進捗＞ 計画通り
・下水道の整備では、下水道人口普及率の目標は80.6％に対し実績は4月末に確定予定。
・既設下水道施設の維持管理においては、4処理場の包括的民間委託による運転管理を実施し、施設の適正な
維持管理に努めた。

320,884
330,315

241,962
52,520
497,815
516,984

584,415
621,251

80
79.9

H27 H28 H29 H30

80.6
80.9

80.1
80.1

80.4
80.8実績

目標

年度

82

R6
目標値

291,162

261,900279,416

90.5

81.2

86.5
89.3

％

％

単位

汚水衛生処理率

下水道人口普及率

政策指標

86.8
8584.3実績

目標

実績
目標

85.4



03 06 02 09 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007760000 天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元 7 1

199,961 179,561 2.0

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

1.0 1.0

2
浜松市下水道事業（資本的支

出）
○ 120,139 82,339 5.0 1.0

1
浜松市下水道事業（下水道事

業費用）
○

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 320,100 261,900 7.0 1.0

24

25

2.0



03 06 02 09 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

6.2,6.3 ⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（下水道事業費用）

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

― 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

　管きょ、マンホールポンプ等の施設の適正な維持管理及び、4地区の終末処理場を適正に維持管理することに
より、地域の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の保全に資することを目的とする。
　下水道事業効果を高めるため水洗化率（接続率）向上を図る。

007760000 天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元 7

○管きょ維持管理事業
　・管きょ等の下水道施設を適正に維持管理する。
○終末処理場維持管理事業
　・4箇所に点在する終末処理場を適正に維持管理する。
○水洗化促進事業
　・職員による訪問勧奨の実施

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

－ ○

H27

S42

一般財源
一般会計繰入金

その他

国・県支出
市債

126,354

126,354

R1
131,949 134,383 148,124 157,155 179,561

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

2.7

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26) 0.6

H30

126,847 142,097 151,595

22,420 27,160 27,160 10,600 20,400

126,847 142,097 151,595 179,561

0.7 0.7 0.7 1.0

3.6 1.0 2.0
1.0 1.0

3.6



03 06 02 09 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

目標値

実績値

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度

計画通り

・マンホールポンプ、グラインダーポンプ（25箇所）及び管路施設（10箇所）の修繕を実施し、適正な維持管理に努
めた。
・4箇所の終末処理場運転管理及び施設修繕（23箇所）を実施し、適正な維持管理に努めた。
・職員による訪問勧奨859戸（内天竜管内649戸)、郵送による勧奨966戸（内天竜管内630戸)、合計1,825戸（内天
竜管内1,279戸)を実施した。これらの取組みにより、水洗化率は、対前年比で0.4ポイント向上し目標とした96.0％
（予定）を達成した。

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

97.1

下水道水洗化（接続）率（％）

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

-

96.8
H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

96.2
95.2 95.6 96
95.2 95.6 96

R1年度 H27 H28 H29 R4

H27

94.8
94.8

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

目標値

年度

H28 H29 H30 R1 R4

○管きょ維持管理事業
　・管きょ等の下水道施設を適正に維持管理する。
○終末処理場維持管理事業
　・4箇所に点在する終末処理場を適正に維持管理する。
○水洗化促進事業
　・職員による訪問勧奨の実施

R6

007760000 天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

小項目 -大項目 現状

浄化センターの運転管理については、包括的民間委託により実施している。
経年劣化に伴う施設の修繕が必要な箇所が多く見られる。
職員による訪問勧奨を実施し、目標とした水洗化率を達成した。

大項目 改善

事業費 現状 人工 現状

小項目 収集・分析 事業費 縮小 人工 縮小

維持管理する施設が増大しているため、全国の各政令市の状況等の先進事例等を確認しながら、事業費、人工
の縮小に繋げるための情報収集と分析に努めていきたい。



03 06 02 09 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 浜松市下水道事業（資本的支出）

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007760000 天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目的
とし、下水道未普及地域の整備促進及び、既設下水道施設の改築・更新をすることにより、既設下水道施設の適
正な維持管理に努める。

○未普及対策事業（管きょ整備、取付管設置）
　・浜松市汚水処理10年プランに基づく効率的な下水道整備の実施
○施設改築更新事業
　・処理場の長寿命化計画に基づく改築・更新の実施
○施設管きょ整備事業
○施設整備事業（取付管設置、公共起債対象事業）
○特環管きょ整備事業
○施設整備事業（取付管設置・施設改築更新、特環起債対象事業）
○施設改良事業

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ ○

H27 H28 H29 H30 R1

S34 ― 事業会計 自治事務（その他） 下水道法 －

82,339
決算 458,061 370,968 178,787 90,367事業費(千円) 予算 489,302 382,601 182,191 122,261

市債 238,024 169,847 84,602 76,007
国・県支出 193,590

その他

一般会計繰入金
一般財源 26,447 370,968 8,940 5,765 6,332

人件費　(千円) 20,460 25,360 25,360 38,600 37,800
人件費(報酬等) (千円)

人工

正規 2.7 3.4 3.4 5.0

再任用(h26) 0.6 0.6 0.6
非常勤 1.0

5.0
再任用(h31) 1.0

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



03 06 02 09 02 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元 7 1令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007760000

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4
下水道人口普及率（％） -

R4 R6
目標値 79.9 80.1 80.4 80.6 81.2 81.5 82
年度 H27 H28 H29 H30 R1

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値 80 80.1 80.8 80.9

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

・市街化区域及び整備効率の高い下水道未普及地区への下水道管きょの整備
・処理場の長寿命化計画に基づく改築・更新の実施

指標の達成度

計画通り

下水道人口普及率については、行政人口に対する下水道が利用できる人口の割合であり、80.8％となり、計画通
り進捗している。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

下水道未普及地区の整備については、浜松市汚水処理10年プランに基づく効率的な下水道整備を実施した。

大項目 改善 小項目 国・県補助金 - 事業費

大項目 改善 小項目 その他 - 事業費

縮小 人工 現状

来年度以降、浜松市汚水処理10年プランに基づく下水道整備、ストックマネジメント対策、地震対策に関する計画
策定等により更なる事業の効率化を図るとともに、社会資本整備総合交付金制度の重点配分等の積極的活用
など中部地方整備局との調整を進め、交付金の拡充に努めていきたい。



03 06 02 11 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成30年度の政策評価（政策の概要）

◇平成30年度の政策評価（政策の進捗・課題）

◇関連するSDGsのゴール
⑥水・衛生

天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元 7 1

政策シート （政策名） 未来へつなぐ快適な都市の暮らしを強固に支え続ける浜松の下水道

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007760000

R1

（予算費目名） 農業集落排水事業特別会計

「分野」 安全・安心・快適

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

農村地域の汚水排水を衛生的に処理することで、農業生産基盤の良好な維持管理の推進と農村環境の保全に
努める。
緑恵台農業集落排水施設の公共下水道接続統合工事が完了し、R1は処理場解体工事を進める。その他4地区
については、施設の状態を継続的に監視し、計画的に施設整備、更新を行い施設維持管理費の縮減を図ってい
きたい。

R1

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策 安全な水と快適な生活、社会環境を水循環で支える上下水道

H30H29H28H27

205,362

21,000

229,164

17,640

211,762 227,000

21,00014,120

農村地域の汚水排水を衛生的に処理することで、農業生産基盤の良好な維持管理の推進と農村環境の保全に
努める。
緑恵台農業集落排水施設の公共下水道接続統合工事が完了し、Ｈ31は処理場解体工事を進める。その他4地
区については、施設の状態を継続的に監視し、計画的に施設整備、更新を行い施設維持管理費の縮減を図っ
ていきたい。

＜進捗＞ 計画通り

緑恵台の公共下水道への接続統合に向けた管きょ築造工事L＝541.2mを実施し,平成30年度末に統合工事を
完了した。
施設の維持管理は全ての施設において一括して包括委託を行い、効率的な維持管理と経費の抑制を図ってい
る。

211,524
213,000

249,307
14,120
191,242
192,000

197,642
219,000

5
5

H27 H28 H29 H30

5
5

5
5

5
5実績

目標

年度

2

R6
目標値

270,307

206,000257,000

4
地区

単位

農業集落排水地区数

政策指標

実績
目標

実績
目標



03 06 02 11 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

令和元年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

007760000 天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元 7 1

227,000 206,000 3.0

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

2

1 農業集落排水事業

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 227,000 206,000 3.0

24

25



03 06 02 11 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

ゴールターゲットゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

⑪都市②飢餓

6.2,6.3 ⑮陸上資源
⑭海洋資源
⑬気候変動
⑫生産・消費

⑯平和
⑰実施手段

○⑥水・衛生
⑦エネルギー
⑧成長・雇用

③保健

⑤ジェンダー
④教育

⑨イノベーション

事業シート （事業名） 農業集落排水事業

令和元年度
（管理番号） （担当課）

1
（責任者）

― 特別会計 自治事務（法令義務）
土地改良法、農業集落排水処理施設条例、農業

集落排水事業分担金徴収条例 －

（基準日）

重点
戦略

主要
事業

農業集落排水処理施設から排出される生活排水、し尿を処理することで、農村の生活環境の向上と公共用水域
の水質の改善を図り、施設を適正に維持管理する。

007760000 天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元 7

①農業集落排水処理施設5処理施設から排出される生活排水・し尿を適正に処理するための施設の維持管理。
（処理場施設等の運転管理委託）
②緑恵台農業集落排水処理施設の公共下水道接続統合工事完了に伴い不要になった処理場の解体を施工す
る。
③農業集落排水処理施設の計画的な施設整備、更新を行う。
④緊急時に対応するための予備費の執行。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

事業費(千円) 予算
決算

－ －

H27

H2

一般財源
一般会計繰入金

その他
39,600

国・県支出
市債

127

197,642

R1
219,000 192,000 213,000 257,000 206,000

H28 H29

人工

正規
再任用(h31)

1.6

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

非常勤
再任用(h26) 0.8 0.8

H30

191,242 211,524 249,307
8,000 6,000

38,296 37,386 38,776 41,579 32,912
33,000 25,700

112,316 145,086 121,013 169,984

85,500

14,120 14,120 17,640 21,000 21,000

2,540 1,962 1,215 3,104
111,619

0.3 0.3 0.3

2.4 3.0 3.01.6



03 06 02 11 01 年 月 日

◇事業の指標（R1：総合戦略最終年度、R4：重点戦略最終年度、R6：基本計画最終年度）

◇平成30年度の事業評価

・平成30年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し

目標値

実績値

H27～H30

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R6
目標値

実績値

指標の達成度

計画通り

①点在する5処理場施設の運転管理及び、施設の修繕工事（17箇所）を実施し、適正な維持管理に努めた。
②緑恵台の公共下水道接続統合に向けた、管きょ築造工事L＝541.20mを実施した。

実績値

重点戦略項目No
H27～H30 R1～R4

R1～R4H27～H30
重点戦略項目No

2

農業集落排水地区数　（地区）

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

総合戦略施策体系

4
H27

実績値

年度 H27 H28 H29 H30 R1

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

H27～H30 R1～R4

R4 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系
重点戦略項目No

目標値

H27～H30 R1～R4

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

4
5 5 5
5 5 5

R1年度 H27 H28 H29 R4

H27

5
5

目標値

（担当課） （責任者） （基準日）

7 1

R6

総合戦略施策体系
R1～R4

重点戦略項目No

R6H30

目標値

年度

H28 H29 H30 R1 R4

①農業集落排水処理施設5処理施設から排出される生活排水・し尿を適正に処理するための施設の維持管理。
（処理場施設等の運転管理委託）
②緑恵台農業集落排水処理施設の公共下水道接続統合工事を完了させる。
③4地区の施設のストックマネジメントにおける、最適整備構想を作成する。
④農業集落排水事業に充当した公債費の執行。
⑤緊急時に対応するための予備費の執行。

R6

007760000 天竜上下水道課 森田　信吾 令和 元

H28 H29 H30 R1 R4

令和元年度
（管理番号）



実施結果

/

今後の方向性

/

小項目 -大項目 現状

処理場施設の修繕工事においては、供用開始後20年以上経過している施設があるため、突発的な修繕工事が
発生し、計画していた修繕工事を先送りとした。

大項目 改善

- 事業費 現状 人工 現状

小項目 国・県補助金 事業費 現状 人工 現状

施設の状態を継続的に監視し、計画的に施設整備、更新を行い施設維持管理費の縮減を図っていく。
最適整備構想の結果により、交付金事業を対象とした施設の改築更新事業を検討していく。


